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長良川鵜飼観覧船造船技術が
岐阜市重要無形民俗文化財に
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去
る
4
月
8
日
茨
城
県
の
日
立
市
で
鵜
飼
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、
岐
阜
市
を
含
む
13
市
が
参
加
し
ま

し
た
。
日
立
市
十
王
町
は
各
地
の
鵜
飼
に
欠
か
せ
な

い
ウ
ミ
ウ
の
捕
獲
地
で
す
が
、
今
後
は
鵜
飼
の
開
催

も
検
討
し
て
い
か
れ
る
よ
う
で
す
。
も
と
も
と
漁
業

の
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
鵜
飼
で
す
が
現

在
で
は
観
光
資
源
で
あ
り
、
か
つ
貴
重
な
文
化
遺
産

で
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
12
万
人
前
後
の
観
覧
者
数
を

誇
る
長
良
川
鵜
飼
は
別
格
で
、
他
は
い
ず
れ
も
数
千

人
か
ら
1
万
人
前
後
の
観
客
数
で
、
し
か
も
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
、
岐
阜
市
で
は
1
千
300
年
の
歴
史
を
持

つ
長
良
川
鵜
飼
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
し
よ
う
と
い
う
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
習
俗

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
鵜
飼
の
映
像
記
録
を
作
る

な
ど
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
を
進
め
て
お
り
、
平
成
20

年
に
は
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

現
在
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
和
船
の
造
船
所
を
見
学
コ
ー
ス
に
入

れ
る
と
と
も
に
、
設
計
図
無
し
で
作
り
上
げ
る
そ
の

造
船
技
術
や
鵜
匠
家
に
伝
わ
る
鮎
鮓（
あ
ゆ
ず
し
）の

製
造
技
術
を
岐
阜
市
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
す
る
な
ど
成
果
は
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

長
良
川
鵜
飼
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
は
鵜
飼

に
対
す
る
世
界
の
注
目
を
集
め
、
各
地
の
鵜
飼
の
活

性
化
に
大
い
に
貢
献
し
、
結
果
と
し
て
鵜
飼
文
化
の

保
存
に
大
い
に
資
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
5
月
11
日
の
鵜
飼
開
き
が
間
近
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
4
月
5
日
に
始
め
た
予
約
状
況
も
昨
年
以

上
に
順
調
の
よ
う
で
す
。
今
年
は
、
い
よ
い
よ
旧
長

良
川
ホ
テ
ル
の
跡
地
に
う
か
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建

設
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成
24
年
の“
ぎ
ふ
清
流
国
体
・

ぎ
ふ
清
流
大
会
”前
の
完
成
を
目
指
し
、
雨
の
日
や
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
も
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
鵜
飼
の
醍

醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
が
郷
土
が
誇
る
長
良
川
鵜
飼
。
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

長
良
川
鵜
飼
…
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
を

め
ざ
し
て

紙面
から

●5月11日～10月15日はぎふ長良川の鵜飼……8面
●「赤ちゃんステーション」のシンボルマークを募集……2面
●軽自動車税についてのご案内……2面
●臨時的任用職員を募集…2面

●全国豊かな海づくり大会交流行事「船上民話ライブ」の観覧者を募集……2面
●飲酒運転の根絶に向けて～河原で水遊びなどをするときも～……3面
●まちなか情報交流拠点「柳ケ瀬あい愛ステーション」のご利用を……4面
●市民の劇場「松竹大歌舞伎」～松本幸四郎「勧進帳」「仮名手本忠臣蔵」～……5面

伝承される長良川鵜飼の習俗

造船所では現在、7月に就航予定の30人乗り観覧船の建造が進められ
ています。全長は約12m。船底にソリをつけるため、船底材（シキ板）
の上に重石を載せています。観覧船の建造には半年間かかります。

舷側板（ハラ）を付ける様子。設計図面はなく、
舟大工の口伝で伝承されています。今回、棟梁

（とうりょう）の豊田忠道さん（写真手前）をはじ
め4人が造船技術の技芸者に指定されました。

▲クギを打ち込んだ後、防水のために、クギの打
ち込み口（ダキ）に埋木を打ち込んでいきます。

造船所を見学しませんか
◆日時　月～金曜日（祝日を除
く）の午前9時～午後4時
◆見学料　無料　※建造が見学できない場合は、
舟大工からの説明を交えてパネルで紹介します。
▶問い合わせ先　鵜飼観覧船事務所 262－0104

　5月11日の開幕を間近にした「ぎふ長良川の鵜飼」。市では、
1,300年以上もの伝統を誇る「長良川の鵜飼漁」の、ユネスコ
の世界無形文化遺産登録を目指して、鵜飼習俗関連調査を進
めています。このたび、その関連技術として、「長良川鵜飼
観覧船造船技術」と「鵜匠家に伝承する鮎鮓（あゆずし）製造技
術」を岐阜市重要無形民俗文化財に指定しました。
　このうち、鵜飼観覧船造船技術は、岐阜市鵜飼観覧船造船
所（湊町391）で伝承が図られており、“匠（たくみ）の技”を間
近に見学することができます。昭和2（1927）年に観覧船事業
が市営となった際、船の新造・補修のため、専属の舟大工を
雇用したのが始まりで、市営の造船所は全国で唯一。観覧船
専門の舟大工は全国でもたいへん珍しいとされます。
　建造には、天然の高野槙（こうやまき）を使用し、「モジ」と
呼ばれる道具でクギ穴を開ける技術を保持するほか、船底材

（シキ板）を立てて組み立てるなど、長良川流域の舟大工が持
つ技法と共通の特徴を備えます。また、屋形を載せるための
技法が加味されて発達し、伝承されてきたと考えられます。

▲シキ板（船底材）を立てて、組み立てていきます。

▲クギを打ち込むための先穴を、モジを使って広
げていきます。




